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立春を迎え、少しずつ春の足音が聞こえてきています。子どもたちは、2月 22日の“6年生を送る

会”に向けて、意欲的に練習に取り組んでいます。日々の頑張りが、当日の 6 年生を送る会でしっか

り表現できるように、またお世話になっている 6 年生や保護者の皆さんに感謝の気持ちと自分たちの

成長が伝わるような会になればいいなと思います。 

 

 

1 月のあいさつ運動は、わんぱく班ごとに行いました。

今までは高学年のみのあいさつ運動でしたが、今回は低学

年にもあいさつ運動にチャレンジしてもらいました。朝早

くからのあいさつ運動で、少し戸惑っていた子や、張り切っ

て参加していた子と様々でしたが、「あいさつって楽しいな」

「大きな声でみんなにあいさつをしたら元気になるよ」と

いう声も聞こえてきて、七塚小学校のステキなあいさつが

さらにパワーアップしていました。これからも、たくさんの

七塚っ子が元気なあいさつをしていきます。 

 

 

 

      今月の生活目標は「ありがとうの気持ちを伝えよう」です。お世話になった方々に感謝の気

持ちをもち、言葉や態度で伝えていこうとする気持ちを育みます。普段、なかなか言えない「ありがとう」

を、この機会に声に出して言い合えるといいですね。また、クラスや学校のために進んで行動しようとし

ている子を見つけたり、一緒に 1 年間過ごしてきた学級の友達に感謝の気持ちを伝えられたりできると

いいですね。 

  

 

１・１能登半島地震で被災した方々へ自分たちにできることは

ないかを子どもたちが考え、募金をつのることになりました。企

画委員会で 1 週間玄関前に立ち、募金の協力を呼び掛けたとこ

ろ、七塚の子どもたちの優しい気持ちと共に 

￥１０６，３３７ものお金が集まりました。集まった募

金は責任をもって企画委員で日本赤十字社に振り込みました。 

少しでも石川県のために、被災された方たちのために七塚小学校の 

子どもたちの思いが届けばいいなと思います。ご家庭でのご協力、 

本当にありがとうございました！！ 

「ありがとうの気持ちを伝えよう」 

わんぱく班ごとにあいさつ運動を行いました！ 

能登半島地震ヘルプ募金 


